
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
に

今
年
就
い
た

フ
ィ
リ
ッ
ポ

・
グ
ラ
ン
デ

ィ
氏
が
来
日

し
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会

見
、
一
層
の
難
民
支
援
を

呼
び
掛
け
た
▼
「
就
任
か

ら
ま
だ
２
カ
月
だ
が
、
早

く
日
本
を
訪
問
し
た
か
っ

た
。
国
連
高
等
弁
務
官
事

務
所
へ
の
持
続
的
な
支
援

に
対
し
感
謝
を
申
し
上
げ

る
た
め
だ
」
と
多
額
の
拠

出
を
評
価
。
そ
し
て
、
現

在
の
最
大
の
問
題
で
あ
る

シ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
語

っ
た
▼
内
戦
で
生
じ
た
難

民
や
避
難
民
は
１
１
０
０

万
人
を
超
す
。
「
５
年
の

歳
月
と
い
う
長
期
化
、
人

数
の
多
さ
で
、
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
同
氏
。
「
問
題
は

複
雑
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
危
機
と
は
違
う
。

対
応
の
仕
方
も
多
様
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
た
▼
聞
き
な
が
ら
、
何

か
と
重
な
る
感
覚
が
あ
っ

た
。
５
年
の
歳
月
。
内
戦

に
至
る
反
政
府
デ
モ
が
起

き
た
の
は
２
０
１
１
年
３

月
で
東
日
本
大
震
災
と
同

時
期
だ
。
そ
し
て
多
数
の

難
民
、
避
難
民
。
桁
こ
そ

違
え
、
被
災
地
に
は
故
郷

に
戻
れ
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
る
▼
特
に
原
発
禍
の

福
島
県
は
深
刻
だ
。
県
内

外
の
避
難
者
は
な
お

万

人
近
く
に
上
る
。
生
活
苦

や
補
償
、
帰
還
な
ど
を
め

ぐ
り
問
題
も
複
雑
化
。
同

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

対
応
の
仕
方
も
多
様
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
把

ひ
と
か
ら
げ
の
解
決
策
は

な
い
▼
行
方
の
見
え
な
い

シ
リ
ア
の
国
難
を
思
う
。

そ
し
て
、
日
本
人
が
国
難

と
認
識
し
た
原
発
事
故
を

思
う
。
こ
ち
ら
の
行
方
も

な
お
見
え
な
い
。
終
息
へ

の
闘
い
は
続
い
て
い
く
。

２０１６・３・５

〈デモスポ編〉８月

日に開かれるフライン

グディスク・ディスクゴル

フはどんな競技ですか？
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９声、時の人、交差点　 ラジオ欄

文化、運勢　 スポーツ　 盛岡・県北

県南　 沿岸

２ 多数の自治会が解散
５ 中国国防費７～８％増
６ 有休取得３日増促す

なでしこ　五輪絶望的

消費者庁に告発窓口

夢膨らむ　待望新校舎

辺野古訴訟の和解案受け入れ表明を受け、安倍首相（右）と
握手を交わす沖縄県の翁長雄志知事＝４日午後、首相官邸

東日本大震災発生時の陸前高田市中心部の犠牲者の行動記録（青は男性、赤は女性を表す）

　
【
調
査
方
法
】
震
災
犠
牲

者
の
生
き
た
証
し
を
残
す
企

画
「忘
れ
な
い
」の
取
材
に
協

力
い
た
だ
い
た
遺
族
に
本
社

記
者
が
面
談
と
郵
送
で
実

施
。
昨
年

月
６
日
か
ら
今

年
１
月

日
ま
で
に
遺
族
１

５
４
９
人
か
ら
回
答
を
得

て
、
犠
牲
者
２
１
３
５
人
を

分
析
し
た
。
地
震
発
生
時
と

津
波
襲
来
時
に
い
た
場
所
が

判
明
し
た
１
３
２
６
人
は
避

難
行
動
を
再
現
。
地
図
は
国

土
地
理
院
の
航
空
写
真
を
利

用
し
て
い
る
。
県
内
の
死
者

・
行
方
不
明
者
は
５
７
９
６

人
。
「忘
れ
な
い
」で
は
３
４

２
８
人
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
「
誓
い
」
は
▽
と
に
か

く
逃
げ
る
　
逃
げ
た
ら
戻

ら
な
い
▽
助
か
る
た
め
の

避
難
訓
練
を
▽
「
こ
こ
ま

で
津
波
は
来
な
い
」
は
通

用
し
な
い
▽
災
害
弱
者
を

救
う
ル
ー
ル
づ
く
り
を
―

を
含
む
５
項
目
と
し
た
。

　
行
動
記
録
は
犠
牲
者
２

１
３
５
人
に
つ
い
て
分
析

し
、
う
ち
地
震
発
生
時
と

津
波
襲
来
時
の
居
場
所
が

詳
細
に
判
明
し
た
犠
牲
者

１
３
２
６
人
の
動
き
を
地

図
上
で
再
現
し
た
。
遺
族

の
了
解
を
得
た
６
８
７
人

（
男
性
２
９
６
人
、
女
性

３
９
１
人
）
は
実
名
で
掲

載
し
た
。

　
県
内
最
多
の
１
７
６
１

人
の
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
陸
前
高
田
市
で

は
、
高
田
町
の
海
抜
２
～

３
㍍
に
あ
る
市
民
体
育
館

な
ど
の
指
定
避
難
所
に
集

ま
っ
て
く
る
様
子
が
分
か

る
。
海
側
だ
け
で
な
く
山

側
か
ら
も
逃
げ
込
み
、
多

く
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

う

の

す

ま

い

　

石
市
鵜
住
居
町
で

は
、
指
定
避
難
所
で
は
な

い
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
た
。
普
段

の
避
難
訓
練
で
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
背
景
に
あ

る
。
各
地
で
低
地
の
施
設

に
避
難
す
る
様
子
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

　
大
船
渡
市
大
船
渡
町
で

は
１
９
６
０
年
の
チ
リ
地

震
津
波
の
記
憶
か
ら
「
こ

こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
」

と
判
断
し
、
自
宅
か
ら
動

か
な
い
人
が
多
か
っ
た
。

宮
古
市
田
老
で
は
、
防
潮

堤
の
内
側
で
避
難
せ
ず
自

宅
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

　
地
震
発
生
時
に
自
宅
に

い
た
人
は

・
７
％
で
、

津
波
襲
来
時
も

・
９
％

と
、
自
宅
に
と
ど
ま
っ
た

人
が
多
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
高
齢
者
施
設
の
入

所
者
や
災
害
弱
者
な
ど
動

け
な
い
人
も
目
立
っ
た
。

　
犠
牲
者
の
う
ち
、
地
震

後
に
す
ぐ
避
難
し
た
人
は

・
１
％
の
み
。
何
ら
か

の
行
動
後
に
避
難
し
た
人

が

・
３
％
、
避
難
せ
ず

に
自
宅
や
勤
務
先
な
ど
に

残
っ
た
人
は

・３
％
で
、

す
ぐ
に
避
難
す
る
こ
と
が

命
を
守
る
大
前
提
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
渡
辺
准

教
授
は
４
月
か
ら
米
・
ハ

ー
バ
ー
ド
大
の
客
員
研
究

員
に
就
き
、
犠
牲
者
の
行

動
記
録
を
同
大
の
震
災
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
に
生
か
す
。

　
安
倍
晋
三
首
相
は
４

日
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の

名
護
市
辺
野
古
移
設
を
め

ぐ
る
代
執
行
訴
訟
で
、
福

岡
高
裁
那
覇
支
部
が
示
し

た
工
事
中
止
を
含
む
和
解

案
を
受
け
入
れ
る
と
表
明

し
た
。県
側
も
受
け
入
れ
、

和
解
が
成
立
し
た
。
首
相

は
国
、
県
双
方
の
対
立
が

続
け
ば
、
移
設
計
画
も
危

う
く
な
る
と
し
て
決
断
し

た
。
再
び
移
設
に
関
す
る

協
議
を
始
め
る
。
辺
野
古

移
設
を
推
進
す
る
方
針
の

国
と
、
反
対
す
る
県
の
主

張
は
変
わ
ら
ず
、
新
た
な

訴
訟
に
発
展
す
る
公
算
が

大
き
い
。
移
設
計
画
の
遅

れ
は
必
至
だ
。

【
和
解
条
項
要
旨
、
首
相

・
沖
縄
知
事
発
言
要
旨
５

面
、
解
説
２
面
、
関
連
記

事
２
、
３
、

面
】

　
首
相
は
官
邸
で
記
者
団

に
「
辺
野
古
移
設
が
唯
一

の
選
択
肢
で
あ
る
と
い
う

国
の
考
え
方
に
変
わ
り
は

な
い
」
と
強
調
し
た
。「
国

と
沖
縄
県
が
訴
訟
合
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
る
関
係
が

続
け
ば
、
結
果
と
し
て
（普

天
間
飛
行
場
が
）
固
定
化

さ
れ
か
ね
な
い
」
と
も
述

べ
、
工
事
中
止
を
関
係
閣

僚
に
指
示
し
た
と
明
ら
か

に
し
た
。

　
沖
縄
県
と
の
再
訴
訟
を

念
頭
に
「
司
法
判
断
が
下

さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
も

県
も
そ
の
判
断
に
従
う
。

互
い
に
協
力
し
て
誠
実
に

対
応
す
る
こ
と
で
今
回
、

合
意
し
た
」
と
指
摘
し
た
。

政
府
は
県
と
の
和
解
を
米

側
に
伝
え
た
。

　
和
解
条
項
に
よ
る
と
、

国
と
県
が
原
告
の
訴
訟
を

取
り
下
げ
る
。
そ
の
上
で
、

国
が
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋

め
立
て
承
認
を
取
り
消
し

た
翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事

の
処
分
に
つ
い
て
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
是
正
を
指

示
す
る
。
県
側
は
、
不
服

な
ら
第
三
者
機
関
「
国
地

方
係
争
処
理
委
員
会
」
に

審
査
を
申
し
出
る
。
主
張

が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

１
週
間
以
内
に
是
正
指
示

の
取
り
消
し
を
求
め
て
提

訴
。
認
め
ら
れ
て
も
国
が

対
応
す
る
可
能
性
は
低

く
、
県
が
提
訴
す
る
こ
と

に
な
る
。
判
決
が
確
定
す

れ
ば
、
双
方
は
従
う
。
工

事
中
止
や
判
決
確
定
ま
で

「
円
満
解
決
に
向
け
た
協

議
」
を
行
う
こ
と
も
盛
り

込
ん
だ
。

　
県
側
は
敗
訴
し
て
も
、

承
認
取
り
消
し
以
外
の
手

段
で
辺
野
古
移
設
に
抵
抗

す
る
と
み
ら
れ
る
。

　
首
相
は
翁
長
氏
と
官
邸

で
会
談
し
、
和
解
に
つ
い

て
「
本
当
に
良
か
っ
た
。

（
条
項
を
）
誠
実
に
実
行

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
翁
長
氏
は
会
談
後
、

記
者
団
に
「
地
方
自
治
を

守
る
こ
と
と
工
事
が
止
ま

る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
を

前
に
進
め
る
も
の
だ
」
と

評
価
。
「
辺
野
古
に
基
地

を
造
ら
せ
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
も
信
念
を
持
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。

　
菅
義
偉
官
房
長
官
は
４

日
の
記
者
会
見
で
移
設
計

画
が
遅
れ
る
可
能
性
を
認

め
「
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

影
響
が
）
出
な
い
と
言
え

ば
う
そ
に
な
る
」
と
語
っ

た
。

　
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
は

２
月

日
の
協
議
で
、
工

事
を
止
め
た
上
で
県
と
再

協
議
す
る
よ
う
求
め
る

「
暫
定
和
解
案
」
を
め
ぐ

り
、
修
正
案
を
提
示
し
て

い
た
。

　
岩
手
日
報
社
は
、
首
都
大
学
東
京
の
渡
辺
英
徳
准
教
授
（
情
報
学
・
芸
術
工

学
・
デ
ザ
イ
ン
）
の
研
究
室
と
共
同
で
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
地
震
発

生
か
ら
津
波
襲
来
ま
で
の
行
動
を
紙
面
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
面
で
再
現
し
た
。
震

災
か
ら
５
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
追
悼
企
画
「
忘
れ
な
い
」
に
協
力
い
た
だ

い
た
遺
族
に
再
取
材
し
、
県
内
の
死
者
・
行
方
不
明
者
１
３
２
６
人
の
行
動
を

地
図
上
で
分
析
。
低
地
の
避
難
場
所
に
向
か
う
人
が
多
い
こ
と
や
、
半
数
以
上

（

・
９
％
）
が
自
宅
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
犠
牲
者

の
遺
訓
を
受
け
「
避
難
場
所
を
過
信
せ
ず
、
少
し
で
も
高
い
場
所
へ
」な
ど
「
命

を
守
る
５
年
の
誓
い
」
を
提
言
す
る
。

【
特
集

、

面
】

　
今
村
文
彦
東
北
大
災
害

科
学
国
際
研
究
所
長
（
津

波
工
学
教
授
）
の
話
　
津

波
で
亡
く
な
っ
た
人
を
こ

れ
だ
け
大
規
模
、
詳
細
に

調
べ
た
例
は
過
去
に
な

い
。
地
域
ご
と
に
行
動
を

客
観
的
に
見
る
意
義
は
非

常
に
大
き
い
。
こ
れ
ま
で

の
津
波
被
害
で
は
生
き
残

っ
た
人
の
情
報
だ
け
で
、

犠
牲
者
の
行
動
や
状
況
の

情
報
は
断
片
的
だ
っ
た
。

犠
牲
者
の
被
災
状
況
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
教
訓
が

残
さ
れ
る
。
全
体
的
に
は

そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
人
と
、
行
動
し
て
い
た

の
に
被
災
し
た
人
に
分
か

れ
る
と
思
う
。
津
波
へ
の

意
識
が
高
い
地
域
で
と
ど

ま
っ
た
人
が
多
い
の
が
意

外
だ
っ
た
。
過
去
の
経
験

と
教
訓
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
、
転
入
や
新
し
い
世

代
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

あ
ら
た
め
て
津
波
に
対
し

て
行
動
を
取
る
こ
と
の
重

要
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
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